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カイコ筋収縮による、冬虫夏草成分の自然免疫促進活性の評価 

 
要旨 
 カイコ筋収縮法において、冬虫夏草由来の検体 NtHa(FD)および NaBbr に自

然免疫促進活性があることを見いだした。 

 
導入 
 生物の免疫機構には、自然免疫と獲得免疫がある。自然免疫とは、抗体によ

らずに生体内の異物（細菌・ウイルス・癌細胞）を速やかに排除する防御機構

であり、昆虫から哺乳動物に至るまで生物が共通にもっている。弊社は、東京

大学大学院薬学系研究科の関水研究室との共同研究により、自然免疫の活性化

に伴い、カイコの筋収縮が起こることを発見した（文献１、２）。そのメカニズ

ムは、カイコの免疫細胞の受容体に自然免疫活性化物質が結合すると活性酸素

種（ROS）が産生され、体液中のセリンプロテアーゼに作用し、これがカイコ

の麻痺ペプチド（BmPP）を活性化して、筋収縮をひき起こすというものであ

る。カイコ筋収縮を指標とした自然免疫活性化物質の試験法は、マクロファー

ジなどの培養細胞のサイトカイン産生を指標とする従来の方法とは異なり、

LPS と呼ばれるグラム陰性細菌外膜の免疫活性化物質に反応しないため、検体

中にごく微量混在する細菌により陽性となることがなく、優れた手法である（文

献３）。本研究では、カイコ幼虫の筋収縮系を用いて、冬虫夏草成分に自然免疫

促進活性があるか否かを検討した。 

 
材料 
冬虫夏草成分 
株式会社モノリスから供与された、下記の冬虫夏草成分を用いた。 

CpGa    20mg/ml 
NaBba   20mg/ml 
NaBbr   20mg/ml 
NaGa   20mg/ml 
NtHa(FD)  20mg/ml 
 



方法 
 抗生物質を含む餌を４～５日与えたカイコ５齢幼虫の断頭標本に対して、冬

虫夏草成分粉末の水懸濁液、またはオートクレーブ熱水抽出液５０μℓを注射し、

筋収縮値（contraction value；C = ([収縮前の長さ]－[収縮後の長さ]) / [収縮前

の長さ]）を測定した（文献１）。さらに C 値を縦軸に、検体の投与量を横軸に

したグラフを作成し、得られた用量応答曲線から C = 0.15（これを 1unit と定

義）を与える検体量を求め、検体 1mg 当りの活性を算出した。コントロールに

は 0.9%生理食塩水 50μℓ、あるいは空気 200μℓを注射した。 

 
結果 

NaBbr の水懸濁液、NtHa(FD)の熱水抽出液をカイコ断頭標本に注射したと

ころ、複数のサンプル量で、筋収縮が見られた（表１）。他のサンプルにおいて

も、NtHa(FD)を除く全てについて、容量が１点だけであるが、明確な筋収縮（C
値が 0.15 以上）が見られた。 

 
 
表１ 冬虫夏草由来物質の自然免疫促進活性 

検体 
検体 1mg 当りの活性 (units/mg) 

水懸濁液 熱水抽出液 

CpGa ( 1 ) ( 3 ) 
NaBba ( 1 ) ( 2 ) 
NaBbr 6 ( 3 ) 
NaGa ( 1 ) ( 4 ) 

NtHa(FD) < 1 >17 

注 ( )付きの活性は C = 0.15 を超える濃度が複数なかったもの。 

 
考察 
 NaBbr の水懸濁液、NtHa(FD)の熱水抽出液には、自然免疫促進活性物質が

存在している、と考えられる。他のサンプルについても、活性があると期待さ

れるが、最終的な結論を得るためには追試が必要である。 
 冬虫夏草について英語論文で明確な免疫活性を示した例はなく、本研究で得

られた結果は新規である。 
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